▼企画タイトル案（30字以内　動画タイトルとして）
【くみぐまを身近に】【全力】大学生二人がでぬいぐるみ遊んでみた！！
▼企画概要
SNSでの影響力を強めるため、SNS利用層に向けてくみぐまを身近に感じてもらう。
▼企画詳細
目的
「くみぐま」が一般発売され、多くのクリエイターにも協力してもらうことができた。しかし“プラットフォーム”としての力はまだ弱い。大学生年代のアウトプットの場、クリエイターの作品発表の場、そして企業のPRの場など、それぞれの“挑戦の場”が「くみぐま」の目指す役割である。そのためにSNS利用者、特にインスタグラム、ツイッター利用層の中心である“15～30代、主に女性”に認知してもらうことは必要不可欠。
本企画ではスマートホン利用者を中心に爆発的に流行し、“ユーチューバー”という新たな職業を生み出したメディア“YouTube”にて動画をUP。くみぐまの認知度を高める。ターゲット層への浸透を通して、「くみぐま」狙いであるクリエイター、大学生年代、企業にむけたプラットフォームとしての機能の向上を目指す。

企画の軸は「知ってもらうこと」。大学生男女が全力で遊ぶ、はたから見ればシュールな動画をUP、一人でも多くの視聴者にくみぐまの存在を認知してもらう。企画は出演者に考えてもらうことで、よりターゲットに近いコンテンツを提供すること可能。単純にくみぐまを用いて楽しんでいる構図は、親子層への販売促進効果も込める。
また企画進行にクリエイターエディションのくみぐまを用いることでPR媒体としての役目も同時に果たす。大学生が夢中になれるという図は同年代の話題となれる可能性を示唆し、挑戦への動機となる。
▼掲載先
YouTube
▼登場人物
高橋昂希（我楽田工房　インターン　大学3年生）
[bookmark: _GoBack]加奈子ちゃん（くみぐまPR大使　大学2年生）
▼その他


